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「技術革新に貢献する提案型企業を目指して！」

“ファブレスメーカー”として活動されています。現在は半導体関連の
企業との取引が主ですが、これからは微細加工にニーズのある分野に
も進出していきたいとのことです。これまでの受託開発という形態か
ら自社製品の販売も展開することを目指し、青色ＬＤ（レーザー・ダ
イオード）による加工機の開発に取り組まれています。現状では赤色
ＬＤが主流ですが、吸収率や線幅といった青色ＬＤの特性を生かした
用途開発も睨みつつ、普及を早めるために低廉な価格での製品実現を
目指しています。

【これからの夢または目標は？】
　「取りかかった青色ＬＤ加工機の製品を完成させ、事業化すること
で、既存の製造技術に革新を起こしたいと思っています。」
　これは白井さん自身のものづくり、生産管理、営業などの多様な経
験やこれまでのネットワークがあるからこそ実現可能なことです。
　「起業してまだ間もないながらも、ビジネスマッチングなどに参加
することで、微細加工へのニーズがまだまだ多くあることを認識しま
した。」
　顧客の真のニーズを引き出し、それにスピード感をもって応えるこ
とで、微細加工というものづくり分野で貢献する会社を目指している
白井さんです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（SIC片山）
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相模原市出身、相模原市在住　53歳

　生まれも育ちも相模原の白井さんは、幼少期は近くの自然の中で遊
ぶことが好きで、虫取りや川遊びに熱中していたそうです。お父様は
地元メーカーに勤務されながら、農業もされるいわゆる兼業農家で、
細かい農作業の手伝いをしていたことが、現在の事業である“微細加
工”の原点かもしれないとのこと。趣味はゴルフで、仕事のお付き合
いでも楽しみながら、思い立ったらゴルフコースに向かってしまうほ
どだそうです。

【創業の経緯は？】
　工作機械メーカーでものづくりの現場経験を積み、光学部品メー
カーでは工程管理、品質管理などのマネジメントに従事されました。
ものづくりの現場の仕事に戻りたいという気持ちが強くなり、当時は
先端的であったレーザー関連の開発を行う数人の会社に勤め、そこで
自社の施設の修繕から営業、部品調達、企画、製造の業務にあたりな
がら、物理学の領域にある“光”について学んだそうです。自然界の中
にある光にも様々なものがあることを知り、それをものづくりの現場
では実際に見たり触れたりしながら、時には怪我をすることもあった
とか。営業の実務で客先や取引先とのつながりが徐々に広がり、
顧客からの要望にもっと柔軟に応えたいという思いを実現するため、
2015年10月にマイクロエッヂプロセス株式会社を設立されました。
　
【事業紹介】
　今の事業領域は“微細加工”でレーザー加工の他、放電加工、エッジ
ング加工についても技術提案、装置の開発・販売を行ういわゆる
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SIC に入居されている企業様をご紹介します。その 140
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開催内容等、詳しくはＳＩＣホームページをご覧ください。

○今月の掲載記事紹介○
　新聞紙上に掲載された企業をご紹介します。ご紹介する記事は、
ＳＩＣ-1 と 2に掲示していますので、ご覧ください。
　
　5月   9 日（火）　レボックス（株）　　　　　　　  日刊工業新聞 -
　　　　　　　　　-iPS 大量培養に一役 -
　5月 10 日（水）　 （株）ＨＯＹＥＮ　　　       　かながわ経済新聞 -
　　　　　　　　　-非接触のスイッチ開発 - 
　5 月 10 日（水）　 高瀬総合法律事務所      　　 かながわ経済新聞 -
　　　　　　　　　-下請法改正のポイント③- 

紫陽花のつぼみがあちらこちらで見られるようになりました。今年も子どもアントレの参加者募集が始まりました。これまで参
加した子どもたちは６００名を超えます。数年前から子どもアントレ経験者がアントレインターンとして支える側に立っていま
す。いつか起業家として SIC へ来てくれるのも夢ではないかも知れません。　荻島

「SIC 空き室情報」
　ＳＩＣの空き室情報です。
○セミラボ：実験、評価、分析などのウェットラボとして、設計、　
　試作など研究開発ラボとして、目的に合わせてご利用いただけます。
○スモールオフィス：数名での事業活動に最適なオフィスとしてご
　活用いただけます。
　増床・移転をご希望の方はご検討ください。
※ お問い合わせ先　担当：大谷・稲垣（ SIC-2 ）
 

● お申し込み・お問い合せ先　担当：大谷（SIC-2）

　　　　　　　

今年もやります！子どもアントレプレナー体験キャンプ！

　毎年大人気の” 子どもアントレ”、初めて出会う仲間と起業のプロ
セスを体験します。小学校5年～6年生の子ども達が、「会社設立から、
事業計画書の作成、資金調達、仕入、製造、販売、決算まで」を
2泊 3日の合宿で怒涛の体験をします。

日程：2017 年 8月 11 日（金）～ 13 日（日）　＜2泊 3日の合宿＞
対象：市内在住在学者の小学校 5年～ 6年生
定員：48 名
参加費：8,000 円
申し込み方法：ＳＩＣのホームページから
※ お問い合わせ先　担当：上野（ SIC-2 ）

　　

空き室情報！
SIC空き室情報（平成29年5月31日現在）※お気軽にお問い合わせください。

　ＳＩＣ-1
　　☆現在、空き室（予定）は 10部屋ございます。☆
　　○スモールオフィスＡ（23.6 ㎡）　　　309 号室
　　○スモールオフィスＢ（17.3 ㎡）　　　316 号室
　　○スモールオフィスＢ（17.3 ㎡）　　　317 号室
　　△スモールオフィスＢ（17.3 ㎡）　　　325 号室
　　　　平成 29年７月以降入居可能。　　
　　○スモールオフィスＢ（17.3 ㎡）　　　326 号室
　　○スモールオフィスＢ（17.3 ㎡）　　　327 号室　　
　　△セミラボＡ（94.6 ㎡）　　　　　　　204・205 号室
　　　　平成 29年８月以降入居可能。二間続きです。
　　〇セミラボＢ（35.5 ㎡）　　　　　　　209 号室
　　△セミラボＢ（35.5 ㎡）　　　　　　　212 号室
　　　　平成 29年８月以降入居可能。

お知らせお知らせ

　The HINT３５ （ＳＩＣミニセミナー） 特別版

実践！成果につながる

“ビジネス ・ コミュニケーション”
～なりたい自分へ！！話す・聴く・質問する力を磨く～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【講師】 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Stan Communications 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表　松尾 由紀子 氏

　商談・営業や共同研究、チームマネジメントなど、社内外の様々
な場面で、プレゼンテーションやコミュニケーションのスキルが求
められます。
　今回の The HINT（特別版）は、提案内容の効果的な伝え方、具体
的なニーズや課題の引き出し方を参加者同士のグループワークを通
して学びます。さらに『３６０度評価』という考え方を取り入れな
がら、“今の自分” と “なりたい自分”、“自身が考える自分” と “相手
から見た自分” の間にあるズレを知ることで、“ビジネス・コミュニ
ケーション” のスキルアップを目指すセミナーです。

　＜主な内容（予定）＞
　自分プレゼン ～相手とつながる力をアップ！～
　説得の仕方 ～回数ではなく種類を変える～
　取引先との人脈の作り方～ “buy me” よりも “trust me” ～
　とことん聴く力 ～相手を巻き込み、動かす～
　フィードバックの出し方 ～コミュニケーションを活性化～
● 開催日時　平成 29 年 7月 12 日（水）13：30 ～ 16：30
● 会　　場　サン・エールさがみはら（2階・第 1研修室）
● 参  加  費　お一人　3,000 円（税込）当日受付にてお支払いください。
※ お問い合わせ先　担当：樽川（ SIC-1 ）

フリーアナウンサー。
記者アナウンサーと
しての経験から、経
営者やビジネスマン
向けの個別指導や、
セミナー講師などを
数多く務める。

　　　　○　　 協賛社（者）の皆さんが　　
　　子どもアントレを支えています。　○

　本事業は、毎年、子どもたちの負担を軽減するため、 趣意にご賛
同くださった多くの皆様からご協賛をいただいています。 大きな夢
を持ち、無限の可能性にあふれた子どもたちの育成に、 皆様のご支
援を心よりお願い申し上げます。

協賛金：１口 １万円（詳しくはＳＩＣホームページをご覧ください。）
後援 ( 予定 )：相模原市、相模原市教育委員会、相模原商工会議所、
　　　　　　（公財）相模原市産業振興財団
※お問い合わせ先 　さがみはら子どもアントレプレナー体験事業　
　　　　　　　　　  実行委員会 事務局 　 担当：上野（ SIC-2 ） 


